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【注意事項】著作権とモラルについて

本マニュアル内のコンテンツやウェブ上で公開されているコンテン

ツ、ツールは、株式会社コーチ・エィが独自に開発したもの、ま

たは、ライセンス契約によって使用許諾を得ているものです。こ

れらはオンラインクラスやコーチングの中で使用することを前提と

して作られており、著作権は法的に守られています。コンテンツ

を、許可なく二次利用、転載することはできません。
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「コーチングスキル」とは、誰かによって新しく創られたものではなく、既にうまくいっ
ている人を観察し、体系化したコミュニケーションスキルです。その種類は 100 以
上ありますが、その中でも、とくに大切なのが次の 5 つです。

・聞く
・質問する
・アクノレッジする
・要望・提案する
・フィードバックする

そして、コーチングのベースとなるのが、このモジュールで紹介する「聞く」スキ
ルです。

相手の話を聞くことが大切だということは広く認識されていますが、実際には「聞
く」という行為について本当に理解している人は稀です。リーダーの多くは「聞く」
ことがマネジメントで重要なことだと理解していながら、実際に「聞く」トレーニング
を受けたことがある人はほとんどいません。

「聞く能力」を上げるためには、ベースとして聞くことの意味に関する深い理解が
必要です。そこで、このモジュールではまず、基本となる「聞くこと」「聞かれるこ
と」の目的や意味の理解を目指します。その上で、聞く能力をさらに高めるために
聞くための視点と方法を具体的に学んでいきます。

「目的を持って聞く」ということは、相手が言葉で表現している以上のもの、相手
自身もまだ気づいていない自分の中のパターン、欲求、課題などを聞きとり、聞き
分ける行為です。さらに、相手に、聞き分けたことをフィードバックや質問という形
で示すことで、新しい視点を提供するという、極めて高度かつ能動的な行為でも
あります。

このモジュールで紹介する視点は、あくまでも代表的なものです。相手の目標達成
を促進させるために、より効果的な視点は何かを探求することで、さらに広い視野
を持ち、聞く能力に磨きをかけることを目指してください。

は じ め に
著作権保護コンテンツ
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このモジュールで扱う内容の「理解度アセスメント」です。チェックを付けながら、
・すでに何を理解しているのか
・新たに何を知る必要があるか／身につける必要があるのかを明らかにしてください。

□ 1.� 話を聞いてもらえないと、人はどうなるのかを説明することができる
□ 2.� 話を聞くことの主要な２つの効果について説明することができる�
□ 3.� �どのようなことが聞くことの妨げとなるのか、いくつかの原因をあげるこ

とができる
□ 4.� 聞くこと、聞かれることのメカニズムを理解している�
□ 5.� 聞く環境を整えるための具体的な方法を知っている�
□ 6.� 良い聞き手の特徴を理解している
□ 7.� �コーチングにおける聞くことの目的について、３つの主要な目的を説明す

ることができる
□ 8.� �その目的を実現するために、それぞれどのような聞き方、どのような聞く

視点が効果的かを知っている

チェックがつかなかった項目については特に、このマニュアルとオンラインクラスから
積極的に学び、すべての項目にチェックがつく状態を目指してください。マニュアル
の最後に、もう一度このアセスメントを実施します。

著作権保護コンテンツ
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第１章　何のために「聞く」のか

この章では、何のために相手の話を聞くのか、また、聞くことで何がもたらされる
のかについて見ていきます。

誰かと会話をしているシーンを振り返ってみてください。相手が話しているとき、聞
き手のあなたは集中して話を聞いているように振る舞っているでしょう。しかし、実
際には、無意識のうちに「次に、自分は何を話そうか」と考えているということは
ないでしょうか。

たとえば、部下が営業先から帰ってきて、上司に報告を始めたとしましょう。その際、
上司が部下の言うことをさえぎって、「で、結局今日はいくら売れたの ?」と聞いた
らどうでしょうか。部下は、「自分の言うことは最後まで聞いてもらえない」「自分の
話すことは大事に扱ってもらえない」と思ってしまうことでしょう。

話を聞いてもらえないということは、単に自分の発した言葉の意味するところが相手
に伝わらないということだけにとどまらず、それを発している自分自身の意思も伝わっ
ていないということです。言い方を換えれば、自分の存在そのものが否定されたか
のような「感覚」を引き起こします。これが繰り返されると、人は、次のようなスパ
イラルに入ってしまいます。

「話を聞かれていないんだな」
　　↓
「自分の言っていることは重要と思われていないんだ」
　　↓
「自分はあまり大切な存在ではないらしい」
　　↓
「ここにいていいんだろうか」
　　↓
「ここにいない方がいいのかもしれない」
　　↓
孤立感 ......

結果、そこに「居場所」を感じることができなくなります。

03-1-1 話を聞いてもらえないと、人はどうなるのか
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